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１．はじめに

近年，日本では「理科嫌い」・「理科離れ」が様々な所で問題点として指摘されている（例え

ば，安斎ほか，１９９６；理数系学会教育問題連絡会編，２００１；科学，２０００など）。その中でも特

に取り上げられることが多いのは，日本の中学生において，理科が好きだと答える割合が大変

低いことである。中学２年生については，半数程度の者しか理科を好きとは答えないことが報

告されている（国立教育研究所，１９９７；安斎ほか，１９９６）。このことは，国際的な数学・理科

教育調査において，日本の中学生が高い成績を示すことと一見相反するように見える。日本の

生徒たちは，好きでもないことをどうしてそれほど高い成績が取れるまでに勉強するのであろ

うか。また，あまり理科が好きではない生徒たちの成績をそのように高くする日本の理科授業

活動の実態とはどのようなものだろうか。

そこで本研究では，愛媛大学教育学部附属中学校の生徒と，近年急激に科学技術化が行われ

ている中国で，愛媛大学と学術交流協定を結んでいる遼寧師範大学附属中学校の生徒を対象

に，彼らの理科を学ぶ動機や学習に対する意識，理科授業活動の状況などを調査し，比較，検

討することを試みた。
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２ 調査の対象と方法

（１）調査対象

本研究では，遼寧師範大学附属中学校（以後，

中国と呼ぶ）と愛媛大学教育学部附属中学校（以

後，日本と呼ぶ）に所属する中学２年生，各４ク

ラスを対象に調査を行い，誤記入等を除いた各国

１４０名の計２８０名を分析対象とした。内訳は表１に

示したとおりである。

（２）調査課題

本研究では，TIMSS（第３回国際数学・理科教育調査）（国立教育研究所，１９９７；国立教育

研究所，２０００）で採用されている課題の一部を参考に課題を作成した。調査課題は大きく三つ

の部分に分けられる。一つは，彼らが理科を学ぶ理由を尋ねる課題で，「将来自分が望む仕事

に就くため」，「親を喜ばせるため」，「自分が行きたい高等学校や大学へ入るため」，「自分自身

の知的な興味・関心を満足させるため」，「その他」から重要度を百分率で回答するよう求めて

いる。第３回国際数学・理科教育調査では，日本の中学生は，国際平均と比べて，「希望の仕

事に就くため」及び「親を喜ばせるため」に同意する者の割合が低く，「希望の大学に入るた

め」に同意する者の割合が高いことが報告されている（国立教育研究所，１９９７）。

第二の課題は，理科学習に対する意識を調べる項目で，「理科は楽しい」，「理科はたいくつ

だ」，「理科はやさしい教科である」，「理科は生活の中で誰にも大切だ」，「将来，科学（理科）

に関わる仕事をしたい」の五つの項目について，１（つよくそう思う），２（そう思う），３

（そう思わない），４（全くそう思わない）の評定尺度から自分の考えに最も近いものを回答

するようになっている。上述の国際調査結果では，日本の中学２年生において，「理科の勉強

は楽しい」に賛成した者の割合は５２．１％，「理科はたいくつだ」に賛成した者の割合は３２．４％，

「理科はやさしい」に賛成した者の割合は１４．４％，「理科は生活の中でだれにも大切だ」に賛

成した者の割合は４７．８％，「将来，科学に関わる仕事がしたい」に賛成した者の割合は１９．０％

であったと報告されている（国立教育研究所，２０００）。「理科は楽しい」，「理科はやさしい」，

「理科は生活の中で誰にも大切だ」，「将来，科学に関わる仕事がしたい」の項目に対する我が

国の中学生における賛成者の割合は，国際平均を大きく下回っている（国立教育研究所，

１９９７）。

第三の課題は，理科の授業活動状況を尋ねるもので，「教師が問題の解き方を示す」，「板書

内容のノートへの筆記」，「小テストや試験」，「ワークシートや教科書で自己学習」，「コンピュ

ータの使用」，「小グループで共同学習」，「教師が宿題を出す」，「宿題の答え合わせ」，「教師が

演示実験をみせる」，「自分たちで実験や観察を行う」の１０項目の活動が授業中にどれくらいの

頻度で行われているかを，１（いつもある），２（よくある），３（あまりない），４（一度も

ない）の評定尺度から最も近いものを回答するように求めた。

対 象 国 性別 参加者数 計

中 国
男 子
女 子

７１
６９

１４０

日 本
男 子
女 子

７０
７０

１４０

表１．調査対象の内訳（人）
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（３）調査方法

調査は，上述の課題を用いて，質問紙調査形式で行った。無記名で，各参加者のペースで回

答し，調査用紙はその場で回収された。調査時間は，隅田ほか（印刷中 a），隅田ほか（印刷

中 b）の調査とあわせて約３０分であった。調査時期は，両国共に，２００２年１２月である。中国で

の調査については，日本語で作成した調査課題を中国語に翻訳し，相手側研究者のチェックを

受けた後，中国語版で実施した。日本語版・中国語版の各調査課題は，資料として添付してい

る。

３ 結果と考察

（１）中学生が理科を学ぶ理由は何か

理科を学ぶ理由として，「将来自分が望む仕事に就くため」，「親を喜ばせるため」，「自分が

行きたい高等学校や大学へ入るため」，「自分自身の知的な興味・関心を満足させるため」，「そ

の他」の五項目を挙げ，それぞれの重要性を百分率で記入させた結果を各国別に平均値でまと

めたもの図１を示す。なお，各国において男女間でその回答傾向にほとんど違いが見られなか

ったため，男女込みで整理されている。

今回調査対象となった遼寧師範大学附属中学生も愛媛大学教育学部附属中学生も，理科を学

ぶ理由として「自分が行きたい高等学校や大学へ入るため」に最も重点を置いていた。中国の

中学生においては，次いで「将来自分が望む仕事に就くため」の重要度が高かった。中国の中

学生は，日本の中学生と比べて「親を喜ばせるため」の重要度も高く，日本の中学生は「自分

自身の知的な興味・関心を満足させるため」の重要度が高いのが特徴的である。「その他」と

しては，日本の中学生では，「知識を増やしたい」という項目を挙げる生徒が多かった。中国

では，様々な回答があったが，「理科が好きだから」，「将来の生活のため」，「自分の能力を高

図１ 中国と日本の中学生における理科を学ぶ理由

中学生における理科に対する意識

１１１



めるため」と書いた生徒が多かった。

（２）中学生における理科学習に対する意識

次に，理科学習に関する意識として挙げた，「理科は楽しい」，「理科はたいくつだ」，「理科

はやさしい教科である」，「理科は生活の中でだれにも大切だ」，「将来，科学（理科）に関わる

仕事をしたい」の五項目に対して，１（つよくそう思う）及び２（そう思う）を選択した生徒

数を項目別・国別・男女別にまとめて示したものが表２から表６である。そして，各項目につ

いて，国別・男女別で賛成数の割合についてχ2 検定を行い，その結果を記号で示している。

なお，記号≫・≪は有意水準０．０１の有意差を，＞・＜は有意水準０．０５の有意差を示す。

（ a）中学生は理科を楽しいと思うか

表２より，日本，中国共に，「理科は楽しい」に対する賛成の割合に有意な男女差が見られ，

どちらの被験者群においても，男子生徒の方が女子生徒よりも理科が楽しいと答えた者の割合

が高かった。国別に見ると，男女共に日本の中学生よりも中国の中学生の方が，理科が楽しい

と思う者の割合が高かった。

国 名
日 本 中 国

性 別
男 子

女 子

５７（８１．４）≫

４１（５７．１）

＜

＜

６６（９３．０）＞
５４（７８．３）

計 ９８（７０．０）≪ １２０（８５．７）

国 名
日 本 中 国

性 別
男 子

女 子

１３（１８．６）

＞

２４（３４．３）

＞

≫

５（７．０）

７（１０．１）

計 ３７（２６．４）≫ １２（８．６）

国 名
日 本 中 国

性 別
男 子

女 子

１８（２５．７）＞

８（１１．４）

１７（２３．９）

１６（２３．２）

計 ２６（１８．６） ３３（２３．６）

国 名
日 本 中 国

性 別
男 子

女 子

４２（６０．０）

３７（５２．９）

＜

≪

５６（７８．９）

５２（７５．４）

計 ７９（５６．４）≪ １０８（７７．１）

国 名
日 本 中 国

性 別
男 子

女 子

２２（３１．４）

１６（２２．９）

３３（４６．５）

２２（３１．９）

計 ３８（２７．１）＜ ５５（３９．３）

表２．「理科は楽しい」に対する賛成数 表３．「理科はたいくつだ」に対する賛成数

（ ）内は％ （ ）内は％

表５．「理科は生活の中でだれにも大切」に対する
賛成数表４．「理科はやさしい」に対する賛成数

（ ）内は％ （ ）内は％

表６．「将来，科学に関わる仕事をしたい」に対す
る賛成数

（ ）内は％
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（ b）中学生にとって理科はたいくつか

表３は表２の被験者群間の関係をちょうど逆にしたように見える。つまり，日本，中国共

に，男子生徒よりも女子生徒の方が理科をたいくつに思う者が多く，中国よりも日本の方が男

女共にそう思う中学生が多い。ただし中国の中学生の場合，理科がたいくつだと思う者の割合

は１割にも満たない。

（ c）中学生にとって理科はやさしい教科か

表４より，日本と中国で有意な違いは見られない。唯一，日本の男女間で有意な違いが見ら

れ，理科はやさしいと思う女子生徒の割合が男子生徒よりも有意に低かった。

（ d）中学生は理科が生活に重要と思っているか

理科は，身近な事物・現象を扱う教科としてその存在意義が謳われることが多い。しかしな

がら，表５より，日本の生徒たちは，男女共に，中国の生徒たちよりもこの項目に対する賛成

の割合が低かった。ただし，少ないとは言え，日本においても半数以上の中学生が，理科が生

活の中でだれにも大切であることに賛同した。

（ e）科学的な職業への就職を希望しているかどうか

科学技術立国として世界的な地位を築いた日本，しかし，現在その国において，将来，科学

に関わる仕事をしたいと思う中学生の割合は全体で３割に満たない。そしてその割合は，近年

急速に科学技術化が進む中国の中学生の賛成率よりも有意に低い。中国の男子中学生の場合，

５割近くの者が，将来，科学に関わる仕事に就きたいと答えた。

（３）理科授業の内容

先述のように，第三の課題では，理科授業の活動１０項目について，自分たちの理科授業でそ

れらがどの程度行われているかを回答するようになっている。１（いつもある），２（よくあ

る），３（あまりない），４（一度もない）の評定値を便宜的に間隔尺度上の得点と見なし，活

動項目別・国別にまとめたものが表７である。

上の表中には，各活動項目について，両国間で t 検定を行い，その結果も示してある。な

お，記号≫・≪は有意水準０．０１の有意差を，＞・＜は有意水準０．０５の有意差を示す。

「板書内容のノートへの筆記」，「小グループで共同学習」，「教師が演示実験をみせる」，「自

分たちで実験や観察を行う」の活動については，日本の中学校の理科授業の方が中国の理科授

活 動 項 目 日 本 中 国

教師が問題の解き方を示す
板書内容のノートへの筆記
小テストや試験
ワークシートや教科書で自己学習
コンピュータの使用
小グループで共同学習
教師が宿題を出す
宿題の答え合わせ
教師が演示実験をみせる
自分たちで実験や観察を行う

２．４８（０．６６）
１．４０（０．６３）
２．７１（０．５２）
３．０５（０．５８）
３．８６（０．４７）
２．５１（１．０４）
２．６６（０．５１）
２．８９（０．６５）
１．６４（０．５２）
１．７４（０．６０）

≫
≪
≫
≫
≫
≪
≫

≪
≪

１．５９（０．６６）
２．００（０．７７）
２．２１（０．７３）
２．５４（０．８２）
３．４０（０．７２）
３．１０（０．７１）
１．３３（０．５４）
２．８１（０．６７）
２．３９（０．７９）
３．２３（０．６７）

表７．中国と日本の中学生における理科授業活動状況

（ ）内は標準偏差
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業においてよりも頻度が高いと思われる。一方，「教師が問題の解き方を示す」，「小テストや

試験」，「ワークシートや教科書で自己学習」，「コンピュータの使用」，「教師が宿題を出す」の

活動は，中国の理科授業の方が日本の理科授業においてよりも多く行われているようである。

つまり，日本の理科授業活動は，教師や生徒による実験・観察が良く行われるのが特徴的であ

り，中国の理科授業活動では，教師が解法を示しながら，小テストや試験，ワークシートや教

科書を中心とした授業を行う様子が推測される。また，日本，中国ともコンピュータの使用頻

度は，まだ低いようであり，表７中の全１０項目の活動中で最も頻度が低いと回答された。特に

日本の中学生では，理科授業において，一度も使ったことがないと答える生徒が多数いた。

４ 全体的考察

まず，本研究において，日本と中国の中学生における「理科を学ぶ理由」を調査したとこ

ろ，日本の中学生では，進学に重点が置かれるのが特徴的であった。それに対して，中国の中

学生では，進学は日本よりも重点が低く，将来の仕事のためや親を喜ばせることに対する重要

度が日本の生徒たちよりも高かった。

理科が楽しくないと感じたり，理科を勉強するのは退屈だったりするような「理科離れ」・

「理科嫌い」の傾向は，中国では見られず，日本の女子中学生に特に強く見られた。理科が生

活の中でだれにも大切であるとか，将来，科学（理科）に関わる仕事がしたいと思う日本の生

徒の割合が，中国よりもずっと少ないのも気がかりである。

理科授業活動の状況については，日本と中国でいくつか顕著な差が見られた。日本の理科授

業は，教師の演示実験や生徒自らの観察・実験活動が特徴的だった。理科の授業で，コンピュ

ータを使用していると回答した者は，両国共に少数であった。

本研究結果より，日本の中学生，特に女子生徒における「理科嫌い」・「理科離れ」を確認す

ることができた。日本では，教師が演示実験をしたり，生徒自身で実験をしたり，調べたりす

るなど，理科授業活動も工夫されているが，必ずしもそれらは彼女らの「理科嫌い」・「理科離

れ」の改善に直結しているとは言い難い。また，中国における調査結果と併せて考えても，現

在の日本の教育政策のように，教える内容を易しくすれば，理科嫌いや理科離れが解消される

というわけではないことも十分に予測できる。日本の中学生における「理科嫌い」・「理科離

れ」の背景には，理科を学ぶ理由としての進学という短期的な動機付けや絶対的な知識量不足

などが問題点として考えられる。

我々は，今や高度に科学技術化した社会で生活しており，一生を通じて，科学技術と付き合

っていかなければならない。環境問題や食品等，日常生活の中で遭遇する科学的な事項は数え

ればきりがない。世界的な調査において，その成績の高さが国際的に認知されるようになった

日本の生徒に対して，今後は，いかにして彼らが科学を学び続けるか，その持続的な科学の学

習に学校理科がどのような役割を果たしていくかを検討する必要があるだろう。
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資料１：調査課題（日本語版）
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資料２：調査課題（中国語版）
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